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第２章 松浦市の現状 
１ 本市の概要 

（１）位置 
本市は、長崎県の北部、北緯 33 度 20 分、東経 129 度 42 分に位置し、北は伊万里湾

に面し、南は佐世保市、西は平戸市、東は佐賀県伊万里市に接しています。 

面積は 130.55 ㎢で、北松浦半島の本土部と、その沖に浮かぶ福島、鷹島、黒

島、青島、飛島などの島々から構成される地域であることから、地域により生活

圏域が異なるという特徴があります。 

なお、福島及び鷹島には橋が架けられており、それぞれ佐賀県の伊万里市、唐津市

との往来が可能な島となっています。また、黒島、青島、飛島は有人離島です。 

 

松浦市の位置及び市域図 
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（２）沿革 
ア．松浦（まつら）氏の台頭 

律令制下の時代において本市は、肥前国松浦郡の区域とされ、平安時代後期の嵯峨

源氏の流れを汲む源久が松浦郡宇野御厨の検校となり、梶谷に住み松浦久と名乗り、

太夫判官と称して松浦郡・彼杵郡の一部及び壱岐郡を治めたとされています。この松

浦久のもとで、松浦水軍として知られる武士団、松浦（まつら）党が結成され、鎌倉時

代、元寇でも活躍したと伝えられています。 

イ．エネルギー産業の発展 

江戸時代には、当地を含む北松浦半島一帯（離島部を含む）で石炭の存在が発見さ

れ、採掘が開始されました。 

明治時代から戦後にかけて石炭産業（北松炭田）で栄え、最盛期にあたる昭和 35（1960）

年の人口は、60,000 人を超えていました。 

1960 年代以降のエネルギー革命とともに炭鉱は閉山しましたが、現在は、火力発電

所の建設など、エネルギー産業のまちとしての特性は維持継承しています。 

ウ．松浦市の誕生 

行政区域としては、昭和 29（1954）年に北松浦郡志佐町と上志佐村が合併、昭和 30

（1955）年３月 31 日に志佐町、新御厨町、調川町が新設合併、同時に市制を施行し、

松浦市となりました。同年４月に今福町を編入し、平成 18（2006）年１月１日、松浦

市、福島町、鷹島町が新設合併したことで現在の松浦市となっています。 

エ．食と歴史を活かしたまちへ 

蒙古襲来の戦場として伝えられていた鷹島沖において、昭和 55（1980）年から本格

的な発掘調査が始まり、船体の一部や陶磁器類などが多量に出土しました。この「鷹

島神崎遺跡」は、平成 24（2012）年、日本で初めての海底遺跡として国史跡に指定さ

れています。 

また、本市はマアジの水揚げ量日本一を誇り、全品目の総数では九州一となってお

り、平成 31（2019）年には「アジフライの聖地」を宣言し、まちおこしを図っていま

す。 
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２ 自然条件 

（１）地形 
地形は、東南の佐賀県境に比較的急峻な国見連山があり、東より石倉山（313.1ｍ）、

東南に国見岳（435.9ｍ）、南に高法知山（400ｍ）とそびえ、南西に順次、石盛山、白

岳、大岳となるに従い次第に緩やかとなり、北西の海岸地帯は急峻台状となっていま

す。総じて山脈は、国見岳を頂点として丘陵状をなして海にせまるに従い平坦地が開

け農業が営まれ、河口に市街地を形成しています。 

海岸線は入り組んだ地形で一部は玄海国定公園、北松県立公園に指定されています。 

 

（２）河川 
主な河川として、国見岳に源を発する志佐川（志佐町）が市の中心部を貫流するほ

か、竜尾川（御厨町）、今福川（今福町）、調川川（調川町）があり、それぞれ伊万里湾

に注ぎ、流域は農産物の生産地として栄えています。 
 

地形・水系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省国土地理院「基盤地図情報 数値標高モデル」 
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３ 社会条件 

（１）人口 
ア．総人口及び年齢別人口の推移 

・本市の人口は減少傾向にあり、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将

来推計人口」では、令和 27（2045）年には 12,370 人まで減少すると予測されてい

ます。 

・人口３世代区分は、平成７（1995）年に年少人口と老年人口が逆転し、少子高齢化

が進む一方で、生産年齢人口も急激に減少傾向をたどることが予測されています。 

 

注：平成 17（2005）年以前は、旧福島町・旧鷹島町を含む。以下の人口・世帯数についても同様。 

 

人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：2025 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（令和５（2023）年 12 月公表）に基づく

推計値。 

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
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65歳以上
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・男女別には相対的に女性人口が多くなっており、令和２（2020）年の国勢調査結

果によると男性 48.3％、女性 51.7％の割合となっています。 

 

男女別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

・年齢３階層別人口の近年の傾向は、65 歳以上の老齢人口の割合が急激に増加し、

令和２（2020）年には 7,843 人（36.9％）と市民の３人に１人が高齢者という状

況となっています。 

年齢３階層別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

注：年齢不詳は含まない。 

出典：国勢調査 
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イ．自然増減・社会増減の推移 

・人口増減をみると、平成７（1995）年以降の本市では自然増減、社会増減共に減少

していますが、近年自然増減においてマイナスとなる値が多くなっています。 

・総人口の増減要因である出生数は令和２（2020）年時点で 127 人、死亡数は 364 人

と自然増減では-237 人となっています。転入数は 653 人、転出数は 804 人で社会

増減においても-151 人となっています。 

 

人口の増減の推移と今後の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：2020 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2025 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」

のデータ（令和５（2023）年 12 月公表）に基づく推計値。 

出典：総務省「国勢調査」「住民基本台帳人口移動報告年報」、国立社会保障・人口問題研究所「日本

の地域別将来推計人口」、厚生労働省「人口動態調査」 
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注：2013 年までは日本人のみ、2014 年以降は外国人を含む数字。 

出典：厚生労働省「人口動態調査」、総務省「住民基本台帳人口移動報告年報」 

 

ウ．年齢階級別純移動数の時系列推移 

・年齢階級別純移動数の時系列推移をみると、10～14 歳→15～19 歳、15～19 歳→20

～24 歳の世代において純移動数が大幅なマイナスとなっていますが、20～24 歳→

25～29 歳の世代では一転してプラスに転じています。 
 

年齢階級別純移動数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」 
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エ．人口増減率と人口密度の推移 

・過去 20 年間の人口増減率の推移は、いずれもマイナスで推移しています。 

・人口密度の推移は、人口減少に伴い減少傾向をたどり、令和２（2020）年には 163

人/㎢となっています。 

 

  人口増減率と人口密度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

出典：国勢調査 
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人口密度分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（令和２（2020）年） 

  



 

15 

1,820人

760人

3,430人

987人 1,199人 1,125人 846人

1,965人

812人

3,651人

1,029人
1,302人 1,194人

919人

3,785人 1,572人 7,081人 2,016人 2,501人 2,319人 1,765人

1,772世帯

775世帯

3,291世帯

1,067世帯
1,213世帯

1,013世帯
885世帯

0世帯

1,000世帯

2,000世帯

3,000世帯

4,000世帯

0人

2,000人

4,000人

6,000人

8,000人

御厨町 星鹿町 志佐町 調川町 今福町 福島町 鷹島町

男 女 世帯数

オ．地域別人口及び世帯数 
・地域別人口及び世帯数は、志佐町が 7,081 人と最も人口が集積する地域で、次い

で御厨町が 3,785 人、今福町 2,501 人の順となっています。 

・世帯数は、志佐町が 3,291 世帯と最も多く、次いで御厨町が 1,772 世帯、今福町

1,213 世帯の順となっています。 

・外国人は市全体で 305 人、280 世帯で、地域別では調川町が 157 人、154 世帯と最

も多くなっています。 

地域別人口及び世帯数 

区分 
地域名 

人口（人） 
世帯数（世帯） 

男 女 計 

御厨町 1,820(13) 1,965(24) 3,785(37) 1,772(35) 

星鹿町 760(8) 812(2) 1,572(10) 775(10) 

志佐町 3,430(53) 3,651(29) 7,081(82) 3,291(71) 

調川町 987(58) 1,029(99) 2,016(157) 1,067(154) 

今福町 1,199(2) 1,302(1) 2,501(3) 1,213(1) 

福島町 1,125(0) 1,194(10) 2,319(10) 1,013(6) 

鷹島町 846(4) 919(2) 1,765(6) 885(3) 

合計 10,167(138) 10,872(167) 21,039(305) 10,016(280) 

注:（ ）内は外国人 

世帯数は、一般世帯と施設等の世帯を合わせた数値。 

出典：住民基本台帳（令和５年 10 月末日現在） 

 

地域別人口及び世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳（令和５年 10 月末日現在） 
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都市計画区域内 地区別人口分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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ア．一般世帯数と１世帯当たりの人員の推移 

・一般世帯数は、平成 17（2005）年の 9,436 世帯をピークに減少傾向にあり、令和

２（2020）年には 8,762 世帯となっています。 

・１世帯当たりの人員は、平成 12（2000）年には 3.0 人/世帯でしたが、令和２（2020）

年には 2.4 人/世帯まで減少しています。 
 

一般世帯数と１世帯当たりの人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

イ．核家族及び単独世帯数の推移 

・本市の令和２（2020）年の核家族世帯数は 4,497 世帯で、平成 27（2015）年から

の５か年で 153 世帯減少しています。 

・本市の令和２（2020）年の単独世帯数は 2,989 世帯で、平成 27（2015）年からの

５か年で 253 世帯増加しています。 
 

核家族世帯及び単独世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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ウ．高齢者のいる世帯等の推移 

・高齢者のいる世帯は、平成 12（2000）年は 4,729 世帯でしたが、令和２（2020）

年は 5,021 世帯となり、20 年間で 292 世帯増加しています。 

・高齢者のいる世帯のうち、独居高齢者世帯は、平成 12（2000）年は 1,009 世帯で

したが、令和２（2020）年は 1,513 世帯となり、20 年間で 504 世帯増加していま

す。 

・このように高齢者世帯等は、20 年間で増加傾向にあり、老齢人口の増加に対応し

た生活環境整備が必要です。 
 

高齢者世帯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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（３）産業 
ア．従業者数 

・経済センサス－活動調査によると、本市の従業者数は平成 21（2009）年の 9,309

人から年々減少していましたが、令和３（2021）年には 9,708 人と、増加に転じ

ています。 
 

 従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 

イ．事業所数 

・本市の事業所数は平成 21（2009）年の 1,231 事業所に対し、平成 28（2016）年に

は 1,022 事業所まで減少していましたが、令和３（2021）年には 1,130 事業所ま

で増加となっています。 
 

事業所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 

（人） 

（事業所） 
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ウ．企業数 

・本市の企業数は平成 21（2009）年の 948 社に対し、令和３（2021）年には 764 社

まで減少しています。 
 

企業数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 

 

エ．産業大分類別に見た売上高（企業単位）の構成比 

・売上高（企業単位）について、国や県と比較して、第１次産業と第２次産業の割合

が高く、逆に第３次産業の割合が低くなっています。 

 

産業大分類別に見た売上高（企業単位）の構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 
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67（千万円）
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米 野菜 花き 肉用牛 その他

オ．水産業 

・松浦魚市場は、日本遠洋旋網漁業協同組合所属の大中型旋網漁業、イカ釣り漁業

などの集荷基地として、昭和 54（1979）年に本市が開設した地方卸売市場で、開

設以来、旋網漁業によるアジ、サバ、イワシなどを主体とした水揚基地として発

展し、年間 10 万トン前後の水揚量を誇る日本有数の産地市場です。 

・とらふぐの養殖生産において、日本一の生産量を誇り、本市の自然豊かな海で育

てられたとらふぐは、透き通った身の歯ごたえと上品な甘さなど天然物に負けな

い味わいを持ち、「鷹ふく」として九州各地から関西・関東まで広い範囲に出荷さ

れています。 

松浦魚市場の水揚げの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松浦市ＨＰ 

カ．農業 

・農業産出額（推計）の合計は 42 億４千万円であり、そのうち肉用牛がもっとも多

く、14 億９千万円で全体の 35.1％を占めています。次いで、米が６億７千万円

（15.8％）、野菜が４億７千万円（11.1％）となっています。 

 

農業産出額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和３年市町村別農業産出額（推計）令和３（2021）年 
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キ．観光 

（ア）観光客数の推移 

・観光客数は、平成 30（2018）年に約 87 万人、令和元（2019）年には約 98 万人と

増加していました。新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２（2020）年は

約 71 万人に減少しましたが、令和４（2022）年には約 88 万人にまで回復してい

ます。 

 

観光客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：観光客数は、各年の観光客実数を示している。 

資料：長崎県観光統計 

 

（イ）「食」、「歴史」、「体験」を柱とした観光 

・本市は日本一のアジの水揚げ量（西日本魚市統計）を誇り、「アジフライの聖地 松

浦」プロジェクトを展開し、市内でアジフライを提供する飲食店のアジフライマ

ップ配布、市外の飲食店や企業と連携したイベントなどを実施しています。 

・国指定史跡の鷹島神崎遺跡をはじめとした資源を活用し、元寇（蒙古襲来）をテ

ーマとした魅力発信等を進めています。 

・８地区組織（松浦市、平戸市）からなる広域連携組織の「一般社団法人まつうら党

交流公社」が、体験型旅行「松浦党の里ほんなもん体験」として、島や農漁村の自

然豊かな民泊や体験プログラムを実施しています。 

・福岡都市圏の人々を対象にシティプロモーションを推進し、本市に魅力を感じる

潜在需要を掘り起こし、地域資源を活用することにより「松浦」ファンの増大と

交流人口の拡大を進めています。 

 

 

 

 

（人） （人） 
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ク．エネルギー産業 

（ア）火力発電所 

・本市には、国内でも有数の規模を誇る石炭火力発電所として、松浦火力発電所（電

源開発株式会社）と松浦発電所（九州電力株式会社）があります。 

・電源開発松浦火力発電所の１号機・２号機と、九州電力松浦発電所の１号機・２

号機を合わせると、370 万キロワットの大容量火力発電基地となっています。 

・また、バイオマス燃料の混焼によるＣＯ２削減にも取り組んでいます。設備につ

いては、電源開発松浦火力発電所と九州電力松浦発電所にて共同利用し、設備利

用の効率化が図られています。 

（イ）ＬＰＧ基地 

・本市には、ＬＰガスの輸入および出荷基地である九州液化瓦斯福島基地があり、現

在約 16 万トンの貯蔵能力（プロパン２基、ブタン２基）を有し、九州を中心に西

日本一帯に年間約 70 万トンのＬＰガスを供給しています。 

・また、隣接して約 20 万トンの貯蔵能力（プロパン３基、ブタン１基）を有する福

島国家石油ガス備蓄基地が整備され、我が国の年間ＬＰガス輸入量の約５日分相

当の備蓄規模です。 

・ＬＰガス基地である福島地域は、石油コンビナート等災害防止法に基づく石油コ

ンビナート等特別防災区域に指定されています。 

・ＬＰガスは、酸性雨の原因となる硫黄酸化物が少なく、二酸化炭素の排出量も少

ないことから地球にやさしいクリーンエネルギーとして注目されています。 
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（４）土地利用 
ア．土地利用状況 

・本市の都市計画区域内の土地利用状況は下表のとおりで、自然的土地利用面積は、

用途地域内で 204.77ha、用途地域外で 2,207.89ha、合計 2,412.66ha となってい

ます。 

・本市の都市的土地利用面積は、用途地域内で 526.83ha、用途地域外で 355.51ha、

合計 882.34ha となっています。 

 

分類別土地利用別面積一覧表 

分類 

土地利用別面積（ha） 

都市計画区域内 

用途地域 用途地域外 合計 

自然的土地利用計 204.77 2,207.89 2,412.66 

田 22.71 327.71 350.42 

畑 30.08 366.87 396.95 

森林 86.42 1,253.73 1,340.15 

水面 21.13 29.34 50.48 

その他の自然地 44.43 230.23 274.66 

都市的土地利用計 526.83 355.51 882.34 

住宅用地 122.41 130.72 253.13 

商業用地 34.16 8.93 43.09 

工業用地 54.21 12.24 66.45 

公益施設用地 166.04 17.80 183.84 

道路用地 67.85 102.36 170.22 

交通施設用地 8.00 8.94 16.94 

公共空地 17.38 31.99 49.37 

その他の公的施設用地 0.00 0.00 0.00 

その他の空地 56.77 42.54 99.31 

低未利用地 44.72 20.80 65.52 

合計 731.60 2,563.40 3,295.00 
 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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都市計画区域内 土地利用現況図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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イ．都市計画区域面積 

・都市計画区域面積は、本土側の 3,295.00ha（令和７（2025）年３月現在）が都市

計画区域となっています。 

ウ．用途地域面積 

（ア）用途地域面積及びＤＩＤの変遷 

・用途地域面積及びＤＩＤの変遷は、下表に示すとおりで、用途地域面積は拡大し

ている一方で、人口は減少傾向にあり、人口密度は令和２（2020）年現在 11.8 人

/ha となっています。 

・なお、ＤＩＤ該当地域はありません。 

用途地域面積及びＤＩＤの変遷表 

区分 
 

年次  

ＤＩＤ 用途地域 

面積 人口 人口密度 面積 人口 人口密度 

ha 人 人/ha ha 人 人/ha 

平成 17 年 － － － 579.6 9,524 16.4 

平成 22 年 － － － 579.6 9,395 16.2 

平成 27 年 － － － 579.6 9,040 15.6 

令和２年 － － － 731.6 8,628 11.8 

出典：国勢調査（令和２（2020）年） 

（イ）用途地域 

・本市における用途地域は、都市計画区域全体に 11 区分 731.6ha が用途地域指定さ

れています。 

用途域区分別面積表 

用途域区分 面積（ha） 

住居系 

第一種低層住居専用地域 57.0 

第二種低層住居専用地域 28.0 

第一種中高層住居専用地域 86.0 

第二種中高層住居専用地域 8.6 

第一種住居地域 158.0 

第二種住居地域 5.0 

準住居地域 － 

田園住居地域 － 

商業系 
近隣商業地域 14.0 

商業地域 28.0 

工業系 

準工業地域 99.0 

工業地域 91.0 

工業専用地域 157.0 

計  731.6 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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（ウ）特別用途地区 

本市には、下記の特別用途地区が指定されています。 

種類 面積（ha） 備考 

特別用途地区 
（大規模集客施設制限地区） 

99.0 
松浦都市計画区域内 
の準工業地域全域 

資料：庁内資料 

 

（エ）臨港地区 

本市の臨港地区は、下記のとおりです。 

臨港地区名 面積（ha） 分港指定状況 

調川港 23.5 漁港区、修景厚生港区 

松浦港  9.6 商港区、漁港区、修景厚生港区 

計 33.1  

資料：庁内資料 
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（５）自然公園 
本市には、自然公園法に基づく自然公園として、玄海国定公園と北松県立公園の２

つがあります。 

玄海国定公園の北松浦地域においては、鷹島町の北部、黒島及び福島町の東側が区

域指定されています。また、北松県立公園は、志佐町庄野免の一部、星鹿町の北部、今

福町の山地部及び小飛島が区域指定されています。 

 

自然公園法に基づく自然公園 

名 称 指定年月日 概要 

玄海国定公園 

北松浦地域 

昭和 31（1956）年 

６月１日 

北松浦地域編入 

昭和 43（1968）年 

７月 22 日 

 

九州の北部、福岡県、佐賀県、長崎県にまたがる玄

界灘沿岸地域で、長崎県の福島、鷹島の地域には、

第３紀層を基盤とする突起した大小の島や瀬が多

く、沖の島やイロハ島の微少多島群は、その代表的

景観となっています。また、玄武岩の柱状節理の断

崖や外洋性海蝕崖も見ることもできます。ハマガス

ラの分布等、貴重な植物や歴史的景観など人文景観

も多く有しています。 

北松県立公園 
昭和 37（1962）年 

１月 10 日 

県北部に位置する北松浦半島、大島をはじめとする

島々、内陸部の丘陵地帯からなる自然公園で、大島

北岸の豪壮な外洋性外食崖、屈曲に富んだ海岸線及

び、玄武岩の柱状節理が見られます。内陸部は国見

山を中心とした高原状の地形を呈し、御橋観音、潜

龍ケ滝等の景勝地が多く、北松八景として称されて

います。 

出典：長崎県ＨＰ（長崎県の自然公園の一覧） 
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都市計画区域内 自然公園位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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（６）都市施設 
ア．都市計画道路 

本市の都市計画道路は、下表に示すような状況で整備されています。 

 

都市計画道路一覧表 

路線名 延長（ｍ） 幅員（ｍ） 種別 

今福志佐線 7,070    12 自動車専用道路 

志佐御厨線 7,190    12 自動車専用道路 

松浦中央線 775    16 幹線道路 

志佐町本通り線 540    8 幹線道路 

山ノ手線 890    12 幹線道路 

市役所前線 150    15 幹線道路 

大浜里線 1,040    16 幹線道路 

浦中央線 1,350    16 幹線道路 

辻の尾線 660    9 幹線道路 

大川東線 340     7.5 幹線道路 

大成線 410    9.75 幹線道路 

計 20,415   

資料：庁内資料 

 

               道路現況集計表                      （単位ｍ） 

  15ｍ以上 
6ｍ以上 
15ｍ未満 

4ｍ以上 
6ｍ未満 

4ｍ未満 

用途地域 3,678.6 34,546.4  13,411.4   3,890.3  

用途地域外   908.3 34,830.4  29,792.8  13,091.8  

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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都市計画道路現況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料 
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イ．公園緑地 

・本市の都市公園は、６か所で公園面積は 23.52ha です。 

・本市における１人当たり緑地面積は 16.60 ㎡/人となっています。 
 

都市公園 箇所 面積（ha） 

住区基幹公園 
街区公園 3 0.67 

近隣公園 1 5.10 

都市基幹公園 総合公園 1 17.60 

緑 地 1 0.15 

公園合計 6 23.52 

都市計画人口（千人） 14.17 

１人当たり緑地面積（㎡/人） 16.60 

 

公園名 位置 種別 面積（ha） 

黒住街区公園 志佐町庄野免 街区公園 0.25 

長嶺街区公園 御厨町里免 街区公園 0.22 

調川街区公園 調川町下免 街区公園 0.20 

松浦市民運動公園 志佐町浦免 近隣公園 5.10 

不老山総合公園 
志佐町里免、高野免 
及び調川町松山田免 

総合公園 17.60 

松浦中央公園 志佐町浦免 緑地 0.15 

計   23.52 

資料：庁内資料 
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都市公園位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料 
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ウ．公共下水道 

本市の公共下水道事業は、下表に示すとおりの状況です。（令和５（2023）

年３月 31 日現在） 

汚 水 

事業着手 供用開始 

全体計画 

面積

（ha） 

認可計画 

面積

（ha） 

供用開始 

面積

（ha） 

普及人口

（人） 

普及率

（％） 

平成 15 

（2003）年 

平成 20 

（2008）年

３月 

424 265 204.8 5,194 24.5 

 

雨 水 

全体計画面積（ha） 認可計画面積（ha） 備考 

154 46 
蓮田川排水区 20ha 

浦川排水区  26ha 

資料：庁内資料 

エ．市場 

本市における市場としては、松浦市地方卸売市場松浦魚市場が整備されていま

す。 

名称 位置 面積（ha） 

松浦市地方卸売市場松浦魚市場 調川町下免 9.84 

資料：庁内資料 

 

（７）宅地等開発状況 
本市における市街地整備事業としては、本市施工の辻の尾土地区画整理事業（17.9ha）

が施工済です。  

 

  



 

35 

都市計画区域内 宅地等開発状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（令和４（2022）年） 
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（８）防災 
ア．指定緊急避難場所、指定避難所 

・市内には、指定緊急避難場所が 13 か所、指定避難所が 53 か所、指定緊急避難場

所兼指定避難所が 42 か所指定されています。指定避難所の収容人員の合計は、

2 ㎡／人の場合は 18,603 人、4 ㎡／人の場合は 9,304 人となっています。ただし、

災害の種別によっては避難できない施設もあります。 

・その他、各地域において自主的な避難所を設けています。 

・福祉避難所は指定されていません。 

 

地域名 
指定緊急避難 

場所（箇所） 

指定避難所 

（箇所） 

指定緊急避難場

所兼指定避難所

（箇所） 

収容人員 

2 ㎡/人 4 ㎡/人 

星鹿町 2 4 4 1,171  585 

御厨町 2 11 5 1,767  897 

志佐町 3 9 10 7,527 3,763 

調川町 － 3 6  958  477 

今福町 － 8 4 1,619  806 

福島町 3 11 6 2,542 1,268 

鷹島町 3 7 7 3,019 1,508 

計 13 53 42 18,603 9,304 

資料：松浦市地域防災計画（令和６（2024）年５月） 

 

星鹿町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡

/人 

4 ㎡

/人 

１ 星鹿小学校 33 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 240 120 

２ 星鹿公民館 15 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 180 90 

３ 大石公民館 35 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 28 14 

４ 北久保公民館 10 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 73 36 

５ 牟田公民館 11 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 40 20 

６ 青島小中学校 5 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 280 140 

７ 青島住民センター 1 ☆ ○ ○ ○ × × × 250 125 

８ 城山公園 120 ◎ － － ○ × ○ × － － 

９ 星鹿地域運動場 10 ◎ × ○ ○ ○ ○ ○ － － 

10 旧星鹿老人憩の家 6 ◆ ○ × × ○ ○ × 80 40 

 

御厨町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡

/人 

4 ㎡

/人 

１ 御厨中学校 31 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 250 125 

２ 御厨小学校 21 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 250 125 
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番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡

/人 

4 ㎡

/人 

３ 大崎体育館 43 ☆ ○ × ○ － ○ ○ 250 125 

４ 田代体育館 74 ☆ ○ × ○ ○ ○ ○ 240 120 

５ 御厨公民館 17 ☆ ○ ○ ○ － ○ × 300 150 

６ 前田公民館 40 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 43 21 

７ 田代地区営農研修センター 76 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 52 26 

８ 木場公民館 91 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 42 21 

９ 郭公尾公民館 180 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 27 13 

10 板橋公民館 131 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 47 23 

11 小船公民館 71 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 40 20 

12 池田公民館 14 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 70 35 

13 池田上公民館 18 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 48 24 

14 西木場公民館 25 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 58 29 

15 川内公民館 90 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 20 25 

16 長嶺街区公園 20 ◎ － ○ ○ ○ ○ × － － 

17 御厨地域運動場 20 ◎ － ○ ○ ○ ○ × － － 

18 田代ふれあいの館 46 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ × 30 15 

 

志佐町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡/

人 

4 ㎡/

人 

１ 松浦スポーツセンター 6 ☆ × ○ ○ － ○ × 700 350 

２ 勤労青少年ホーム 6 ☆ ○ ○ ○ － ○ × 340 170 

３ 志佐中学校 20 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 400 200 

４ 志佐小学校 5 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 280 140 

５ 松浦高等学校 14 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,100 550 

６ 松浦市文化会館 2 ☆ × ○ × ○ × ○ 2,800 1,400 

７ 生涯学習センター（中央公民館） 4 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 1,000 500 

８ 浦区公民館 3 ◆ ○ ○ ○ × × × 66 33 

９ 西山公民館 125 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 65 32 

10 里公民館 16 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 64 32 

11 松浦警察署武道場 9 ☆ ○ × ○ － ○ × 100 50 

12 白浜団地集会場 14 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 20 10 

13 白浜公民館 35 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 50 25 

14 高野団地集会所 17 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 46 23 

15 池成公民館 127 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 36 18 

16 上野公民館 92 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 30 15 

17 上志佐小学校 57 ☆ × ○ ○ ○ ○ ○ 240 120 

18 上志佐公民館 57 ☆ ○ × ○ ○ ○ × 160 80 

19 田ノ平公民館 148 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 30 15 

20 不老山総合公園 205 ◎ － － ○ × ○ × － － 

21 松浦市民運動公園 6 ◎ － － ○ ○ ○ ○ － － 

22 黒住街区公園 14 ◎ － － ○ ○ ○ ○ － － 
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調川町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡

/人 

4 ㎡

/人 

１ 調川中学校 76 ☆ ○ × ○ ○ ○ ○ 250 125 

２ 調川小学校 84 ☆ ○ × ○ ○ ○ ○ 250 125 

３ 調川公民館 8 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 120 60 

４ 江口住民センター 3 ◆ × ○ ○ － ○ × 63 31 

５ 前浜団地集会所 5 ◆ ○ ○ × － ○ × 20 10 

６ 中免公民館 130 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 79 39 

７ 松山田公民館 122 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 65 32 

８ 大平公民館 45 ◆ ○ × ○ － ○ × 21 10 

９ 調川老人憩の家 4 ◆ × × × ○ × × 90 45 

 

今福町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡

/人 

4 ㎡

/人 

１ 今福中学校 3 ☆ × ○ × ○ × ○ 380 190 

２ 今福小学校 15 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 250 125 

３ 今福高齢者コミュニティセンター 7 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 150 75 

４ 東部交流センター（今福公民館） 4 ☆ × ○ ○ ○ ○ × 500 250 

５ 江迎公民館 18 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 45 22 

６ 滑栄集会所 3 ◆ ○ × × － × × 45 22 

７ 寺上公民館 115 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 27 13 

８ 木場地区住民集会所 202 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 45 22 

９ 坂野公民館 157 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 43 21 

10 仏坂公民館 40 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 51 25 

11 飛島公民館 2 ◆ ○ × × × × × 46 23 

12 人柱地区公民館 4 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 37 18 

 

福島町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡/

人 

4 ㎡

/人 

１ 福島養源小学校、福島中学校 7 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 420 210 

２ 養源体育館 108 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 230 115 

３ 福島保健センター 3 ☆ ○ ○ × ○ ○ × 150 75 

４ 福島体育館 3 ☆ ○ ○ － ○ × ○ 1,000 500 

５ 福島武道館 3 ☆ ○ ○ ○ － × × 200 100 

６ 福島公民館 4 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 50 

７ 原区集落センター 60 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ × 60 30 

８ はりま釜集会所 3 ◆ ○ ○ × ○ × × 53 26 

９ 伊万里釜会館 3 ◆ ○ × × ○ × × 73 36 

10 土谷公民館 93 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 35 17 
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番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡/

人 

4 ㎡

/人 

11 里公民館 28 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 51 25 

12 大山公民館 52 ◆ ○ × ○ － ○ × 22 11 

13 祝崎公民館 21 ◆ ○ × ○ － ○ × 22 11 

14 白土公民館 3 ◆ ○ ○ × － ○ × 26 13 

15 喜内瀬公民館 78 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 21 10 

16 日の浦公民館 4 ◆ ○ × × － × × 34 17 

17 福島町社会福祉センター 4 ◆ ○ ○ × － × × 45 22 

18 福島総合運動公園 2 ◎ － ○ × ○ × ○ － － 

19 蛙鼻公園 50 ◎ － ○ ○ × ○ × － － 

20 大山公園 160 ◎ － ○ ○ × ○ × － － 

 

鷹島町 

番号 施設名 
標高 

（ｍ） 

避難所 

の種類 

災害種別（注） 収容人員 

洪水 
土砂

災害 
高潮 地震 津波 

大火

事 

2 ㎡/

人 

4 ㎡

/人 

１ 鷹島小学校、鷹島中学校 82 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 250 125 

２ 鷹島小学校（体育館） 80 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 200 100 

３ 鷹島体育館 84 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 250 125 

４ 鷹島スポーツ・文化交流センター 84 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,200 600 

５ 阿翁浦地区多目的集会所 5 ◆ ○ × × － × × 63 31 

６ 阿翁地区多目的集会所 30 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 70 35 

７ 神﨑地区多目的集会所 47 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 36 18 

８ 石川地区多目的集会所 89 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 23 11 

９ 中通地区多目的集会所 80 ◆ ○ ○ ○ － ○ × 82 41 

10 舩唐津漁民センター 3 ◆ ○ × × － × × 38 19 

11 
鷹島開発総合センター（鷹島

公民館） 
102 ☆ ○ ○ ○ － ○ ○ 360 180 

12 
松浦市高齢者生活福祉センタ

ー（水仙苑） 
93 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 220 110 

13 鷹島支所町民集会所 80 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 162 81 

14 黒島住民センター 46 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × 65 32 

15 鷹島総合運動公園 87 ◎ － ○ ○ ○ ○ ○ － － 

16 宮地嶽史跡公園 95 ◎ － ○ ○ × ○ × － － 

17 牧の岳史跡公園 90 ◎ － ○ ○ × ○ × － － 

・避難所の種類の欄の、◎は指定緊急避難場所、◆は指定避難所 

・☆は指定緊急避難場所と指定避難所を兼ねる 

・災害種別欄の「○」は適、「×」は不適、「－」耐震性不明又は対象施設外等、なお洪水については上層階

への避難 

・標高（ｍ）は、国土地理院地図（電子国土web）を参照 

注：災害種別は単独を想定 

資料：松浦市地域防災計画（令和６（2024）年５月） 
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４ 人文・歴史条件 

（１）松浦らしい景観 
本市の景観は、伊万里湾を取り囲む複雑で美しい海岸線と背景となる山なみで形づ

くられており、特にリアス式の海岸線や伊万里湾に浮かぶ島々の眺望、市域南部の小

高い山々の連なりなどの変化に富んだ眺望は、本市ならではの自然景観です。 

また、市の花である椿の象徴となっている約２万本のヤブツバキが群生する福島町

北端の椿群生林や神社の社叢、モミジなど、彩りのあるみどり景観も有しています。 

人と自然が織りなす景観としては、日本の棚田百選（つなぐ棚田遺産）に選ばれた

土谷棚田（福島町）や段々畑、強風から屋敷を守るための高生垣であるひゃーしのあ

る農村風景、沿岸部の漁村風景があり、これらは地域ごとに受け継がれる祭りや伝統

行事とともに、松浦らしさあふれる大切な景観資源です。 

歴史的景観としては、松浦党や元寇に縁のある史跡が多く残っており、中でも鷹島

の海底で発見された遺跡は、国の文化財に指定されています。 

 

（２）国史跡鷹島神崎遺跡 
平成 24（2012）年３月 27 日、文部科学省は元の軍船や遺物が発見された松浦市鷹島

町神崎免の沖合い海域の蒙古襲来に関わる古戦場を、日本で初めての海底遺跡「鷹島

神崎遺跡」として国史跡に指定しました。 

この海域は、弘安の役（1281 年）の際に、元軍の船団が暴風雨により沈没した地点

として伝えられ、鷹島の南岸では以前から壺類や刀剣、碇石などが地元の漁師などに

よって水中から引き揚げられていました。 

発掘調査では、船体の一部や、陶磁器類、漆製品、矢束、刀剣、冑などの武器や武具

類などが多量に出土し、これらの出土品を分析した結果、弘安の役で沈没した元軍の

ものである可能性が高まりました。蒙古襲来は、鎌倉幕府の崩壊を招いた原因のひと

つであり、日本史上重要な事件として知られています。神崎免米ノ内鼻の沖合いの海

底からは、元の軍船が発見されています。 

この遺跡から出土した様々な遺物は、これまで文献や絵画などでしか知ることがで

きなかった蒙古襲来の様相を具体的に明らかにするとともに、当時の軍事や外交など

を理解する上で極めて重要な遺跡として評価されています。 
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（３）市内の指定等文化財 
本市の指定等文化財は以下のとおりです。 

 

国指定等文化財 

番号 指定等 類型等 名称 所在地 

１ 国指定 記念物 史跡 鷹島神崎遺跡 鷹島町 

２ 国登録 有形文化財 建造物 旧長醫家住宅主屋 星鹿町 

 

県指定文化財 

番号 指定等 類型等 名称 所在地 

３ 県指定 有形文化財 彫刻 慈光寺の金銅阿弥陀如来坐像 御厨町 

４ 県指定 有形文化財 彫刻 牟田観音堂銅造半跏思惟像 星鹿町 

５ 県指定 有形文化財 彫刻 鷹島の銅造如来坐像一体 鷹島町 

６ 県指定 有形文化財 彫刻 寿昌寺の如意輪観音坐像 志佐町 

７ 県指定 有形文化財 彫刻 旧金泉寺の銅造如来坐像 星鹿町 

８ 県指定 有形文化財 工芸品 善福寺鰐口 今福町 

９ 県指定 有形文化財 工芸品 鷹島住吉神社の懸仏53面ほか一括 鷹島町 

10 県指定 有形文化財 考古資料 鷹島の管軍総把印 鷹島町 

11 県指定 民俗文化財 有形民俗文化財 庄野の六地蔵塔 志佐町 

12 県指定 民俗文化財 無形民俗文化財 鷹島の島踊 鷹島町 

13 県指定 記念物 史跡 松浦党梶谷城跡 今福町 

14 県指定 記念物 史跡 文禄の役松浦家供養塔 今福町 

15 県指定 記念物 天然記念物 弁天島岩脈 福島町 

16 県指定 記念物 天然記念物 福寿寺のイロハモミジ 福島町 

17 県指定 記念物 天然記念物 福島町の今山神社社叢 福島町 

18 県指定 記念物 天然記念物 櫃崎岩脈 福島町 

19 県指定 記念物 天然記念物 鷹島の公孫樹 鷹島町 

20 県指定 記念物 天然記念物 鷹島町住吉神社のアコウ 鷹島町 

21 県指定 記念物 天然記念物 喜内瀬川甌穴群 福島町 

 

市指定文化財 

番号 指定等 類型等 名称 所在地 

22 市指定 有形文化財 建造物 熊野神社旧本殿 星鹿町 

23 市指定 有形文化財 建造物 浅谷七郎神社社殿 福島町 

24 市指定 有形文化財 建造物 鷹島住吉神社社殿 鷹島町 

25 市指定 有形文化財 建造物 茶室調風亭 福島町 

26 市指定 有形文化財 絵画 宛陵寺天井絵 今福町 

27 市指定 有形文化財 彫刻 堂様の仏像 福島町 

28 市指定 有形文化財 彫刻 福寿寺の本尊 福島町 

29 市指定 有形文化財 彫刻 満福寺の木造阿弥陀如来坐像 鷹島町 

30 市指定 有形文化財 工芸品 王嶋神社の石壺・石板 志佐町 

31 市指定 有形文化財 工芸品 宮本家の懸仏 志佐町 
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番号 指定等 類型等 名称 所在地 

32 市指定 有形文化財 工芸品 今山神社の懸仏 福島町 

33 市指定 有形文化財 書跡 大河内家の古文書 福島町 

34 市指定 有形文化財 書跡 鷹島住吉神社の大般若経 鷹島町 

35 市指定 有形文化財 古文書 宛陵寺古文書 今福町 

36 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 人柱観音供養塔 今福町 

37 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 大山の六地蔵 福島町 

38 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 白石参道の石灯籠 福島町 

39 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 福寿寺の三十三観音像 福島町 

40 市指定 民俗文化財 有形民俗文化財 刀の元の六地蔵 鷹島町 

41 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 星鹿ジャンガラ 星鹿町 

42 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 百手講 志佐町 

43 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 田ノ平浮立 志佐町 

44 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 松山田浮立 調川町 

45 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 淀姫神社の流鏑馬 志佐町 

46 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 志佐立町の精霊船 志佐町 

47 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 牟田ジャンガラ 星鹿町 

48 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 浅谷浮立 福島町 

49 市指定 民俗文化財 無形民俗文化財 和船競漕 鷹島町 

50 市指定 記念物 史跡 旧宛陵寺跡 今福町 

51 市指定 記念物 史跡 大山百人塚 福島町 

52 市指定 記念物 史跡 土谷百人塚 福島町 

53 市指定 記念物 史跡 寺山団助の墓 福島町 

54 市指定 記念物 史跡 龍面庵 鷹島町 

55 市指定 記念物 史跡 広久山満福寺跡 鷹島町 

56 市指定 記念物 史跡 元寇記念之碑 鷹島町 

57 市指定 記念物 史跡 兵衛次郎の墓 鷹島町 

58 市指定 記念物 史跡 対馬小太郎の墓 鷹島町 

59 市指定 記念物 史跡 日本山城跡 鷹島町 

60 市指定 記念物 史跡 首除き 鷹島町 

61 市指定 記念物 史跡 開田の七人塚 鷹島町 

62 市指定 記念物 史跡 供養の元 鷹島町 

63 市指定 記念物 史跡 横島古墳 福島町 

64 市指定 記念物 天然記念物 塩浜漣痕群 福島町 

65 市指定 記念物 天然記念物 尊光寺のマキ 福島町 

66 市指定 記念物 天然記念物 浅谷七郎神社社叢 福島町 

67 市指定 記念物 天然記念物 原稲荷神社のクス 福島町 

68 市指定 記念物 天然記念物 七宮神社社叢 福島町 

69 市指定 記念物 天然記念物 今山山桜 福島町 

資料：松浦市教育委員会 文化財課 
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景観・歴史資源に関する状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松浦市教育委員会 文化財課 


